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世界分散投資戦略ファンド 
愛称：グローバル・ビュー 

運用報告書(全体版) 
 

第８期（決算日2020年１月21日） 
 

作成対象期間（2019年７月23日～2020年１月21日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合／特殊型（絶対収益追求型） 
信 託 期 間 2016年５月13日から2026年１月21日までです。 

運 用 方 針 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、内外
の短期有価証券および上場投資信託証券等の現物有価証券を実質的な主要投資対象とし、世界各国の株価指数先物取引、債券先物取引
等の有価証券先物取引等および為替予約取引等を実質的な主要取引対象とします。信託財産の成長を目標に積極的な運用を行うことを
基本とします。 

主な投資対象 
世界分散投資戦略ファンド 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、内外の短期有価証券および上場投資信託証券等
の現物有価証券に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 
内外の短期有価証券および上場投資信託証券等の現物有価証券を主要投資対象とし、世界各国の株価指数
先物取引、債券先物取引等の有価証券先物取引等および為替予約取引等を主要取引対象とします。 

主な投資制限 
世界分散投資戦略ファンド 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 
外貨建て資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建て資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、利子・配当等収益等の水準
および基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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世界分散投資戦略ファンド

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

４期(2018年１月22日) 10,915 10 3.1 － 28.0 67.8 △29.5 17.6 3,844 

５期(2018年７月23日) 10,683 10 △2.0 － 17.8 47.2 5.2 13.7 4,092 

６期(2019年１月21日) 10,461 10 △2.0 － 26.4 54.3 4.5 13.8 4,702 

７期(2019年７月22日) 11,367 10 8.8 － 27.4 47.2 3.1 15.3 4,133 

８期(2020年１月21日) 11,967 10 5.4 － 37.1 38.4 2.2 14.5 3,325 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは、絶対収益を目標としているため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2019年７月22日 11,367 － － 27.4 47.2 3.1 15.3 

７月末 11,444 0.7 － 26.4 53.8 2.2 15.2 

８月末 11,788 3.7 － 29.2 55.6 △9.6 13.4 

９月末 11,790 3.7 － 28.3 63.2 △9.6 14.5 

10月末 11,713 3.0 － 30.0 48.5 1.6 14.6 

11月末 11,760 3.5 － 36.1 38.6 7.8 13.9 

12月末 11,831 4.1 － 38.4 38.0 △3.6 15.0 

(期  末)        

2020年１月21日 11,977 5.4 － 37.1 38.4 2.2 14.5 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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世界分散投資戦略ファンド

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2019年７月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当期の分配金再投資基準価額の騰落率は＋5.4％となりました。基準価額変動の主な要因を

以下に記します。 

 

（株 式 運 用／＋）期中、38％程度保有していた株式が大きく上昇したため、株式の保有

効果が基準価額を4.2％程度押し上げました。期中、最も上昇した日本

株の保有を抑制したことは、地域選択に関してマイナスに影響したも

のの、ボラティリティ戦略や新興国の中の銘柄選択効果がプラスと

なってこれを補った結果、資産配分以外の効果はほぼゼロとなりまし

た。株式全体で基準価額を4.2％程度押し上げました。 

 

（債 券 運 用／＋）期中、デュレーション（注）を７年程度とした保有効果が0.5％程度基準

価額を押し上げました。さらに、金利低下幅が大きかった米国のデュ
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世界分散投資戦略ファンド

レーションを長くする戦略や、欧州地域内での短期国債を売却して長

期・超長期国債を保有していた長短金利差縮小戦略等の選択効果が加

わった結果、債券全体で1.5％程度基準価額を押し上げました。 

 
（注）デュレーションとは金利がある一定の割合で変動した場合、債券の価格がどの程度変化するかを示

す指標です。この値が大きいほど金利変動に対する債券価格の変動率が大きくなります。 

 

（通 貨 運 用／－）期中、下落したノルウェークローネやスウェーデンクローナを売り持

ち、上昇したスイスフラン等を買い持つ外貨選択戦略による効果がプ

ラスだったものの、通貨戦略によるヘッジコストがマイナスに影響し

て、通貨運用に関しては0.1％程度基準価額を押し下げました。 

 

（オルタナティブ／＋）期中平均2.7％程度保有していたリートが上昇した効果が0.2％、期中平

均4.0％保有していた金が上昇した効果が0.3％程度基準価額を押し上

げました。 

 

その他、信託報酬や売買手数料等は、基準価額を0.8％程度押し下げました。 

 

○投資環境 

当期間、代表的な株価指数は多くの地域で上昇しました。代表的な債券市場においては日本

やドイツの10年国債利回りが上昇（債券価格は下落）した一方で、米国や英国の長期国債利回

りは低下（債券価格は上昇）するなど国によって違いがありました。 

 

期初より米国に代表される多くの国で鉱工業生産伸び率やPMI（購買担当者景気指数）等の

経済指標に減速の兆候が見られたことに加えて、８月にはトランプ米大統領による対中追加関

税の発動表明を受けて、中国側も対抗措置をとることを表明したこと等、月を通じて両国によ

る制裁と対抗措置の応酬が続いたことが市場の重石となり株価は下落、国債利回りは低下しま

した。 

しかし、９月中旬以降は、各国の金融当局が政策運営に関して柔軟な姿勢を示していること

に加え、米中閣僚級協議で部分合意に至る等、両者が歩み寄りの姿勢を見せたことが好感され、

多くの地域で株価が大きく上昇するとともに、債券市場では国債利回りが上昇に転じました。 

実際に、FRB（米連邦準備制度理事会）は７月末に約10年半ぶりの利下げを決定した後、10

月末の会合までの３会合連続で利下げを実施しました。 

為替市場においては、期初から９月末にかけて米ドルが多くの通貨に対して上昇しました。

また通期では、円が多くの通貨に対して下落（円安）しました。外貨においては、EU（欧州連

合）離脱問題に揺れた英ポンドが大きく上下に変動したものの、当期間を通じると対円では

6.2％上昇しました。 

  



品 名：90001_140672_008_02_世界分散投資戦略ファンド_805606.docx 

日 時：2020/2/18 10:25:00 

ページ：4 

 

－ 4 － 

世界分散投資戦略ファンド

○当ファンドのポートフォリオ 

［世界分散投資戦略ファンド］ 

主要投資対象である［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］受益証券

を、当期を通じて高位に組み入れました。 

 

［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］ 

・期中の主な動き 

【株式】 

７月以降、10月までは世界的な景気減速への懸念から株式の投資比率を35％程度に抑制して

いました。11月以降景気減速懸念による株式市場の下落確率は小さくなったと判断したため投

資比率を徐々に引き上げた結果、期末には44％程度となりました。 

地域配分に関しては、期初こそ米国中心としていたものの、その後は景気減速の底入れが見

えつつある欧州や金融緩和余地があると考える新興国地域の投資比率を引き上げました。日本

に関しては、日銀の「出口戦略」が進むとの想定を背景に日本株式を期間通じて最大でも１％

程度と抑制した投資を行ないました。 

業種配分においては、景気減速下においても比較的底値が固いとされる公益やヘルスケア等

のディフェンシブセクターを多めにする配分を維持しました。 

 

【債券】 

上記【株式】同様に景気減速見通しを背景にデュレーションを７月には８年程度と債券に非

常に強気な姿勢を取りました。その後も強弱を付けつつ、債券に対する強気の投資姿勢を維持

しましたが、10月下旬の7.9年をピークに、徐々にデュレーションを削減しました。その結果、

期末には５年程度まで短期化しています。 

地域配分においては、期初は、欧米中心のデュレーション構成だったものの、景気減速底入

れ感のある欧州、特にユーロ圏の国債に関しては、デュレーションを短期化しました。また、

日銀の「出口戦略」を想定して、日本国債のデュレーションは期を通じて抑制しました。期末

には、米国と英国を中心にした地域構成にしています。 

期間構成に関しては、景気減速懸念で買われやすい長期・超長期債中心としていた年限戦略

を実際に利下げが行われた際に買われやすいと考えられる短期・中期債へ重心を移しました。 

 

【通貨配分】 

当ファンドは、為替レート変動の影響を抑制するために為替ヘッジ（為替の売り予約）後の

円貨比率を100％程度にすることを基本としているものの、当期中においては日本円を平均

107％程度（外貨をマイナス７％）としました。期末においては、日本円を106.5％（外貨をマ

イナス6.5％）にして、円高に備えています。 
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外貨の中の通貨選択に関しては、金融緩和余地がある米ドルを買い持ちから徐々に減らして

売り持ちにする一方、金融緩和余地が小さい欧州通貨の売り持ちを縮小したことに加えて米金

融緩和時に買われやすい新興国通貨の買い持ちを拡大しました。 

 

【オルタナティブ】 

金利低下時に上昇しやすいリートを前期末の3.7％から期末では1.7％まで削減しています。 

また、米ドル安時に上昇しやすい金を徐々に買い増しした結果、投資比率は前期末の2.5％

から期末では4.8％程度まで引き上げました。 

 

以下は、野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンドの組入比率です。 

 

・株式組入比率（％） 
 

  

 

・債券組入比率（％） 
 

  

 

・その他資産組入比率（％） ・債券デュレーション（年） 
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・通貨配分（％） 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは、絶対収益を目標としているため、ベンチマーク等はありません。 

グラフは、期中の当ファンドの月次基準価額騰落率です。 
 

 
 

 

◎分配金 

分配金につきましては基準価額水準等を勘案して、次表の通りとさせていただきました。 

なお留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第８期 

2019年７月23日～ 
2020年１月21日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.083％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,967  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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◎今後の運用方針 

［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］ 

●投資環境見通し 

OECD（経済協力開発機構）が算出する景気先行指数が2018年10月に長期平均水準である100
を下回った後も緩やかに低下を続けていることが示すように、世界景気は依然として減速過程
にあります。その中で2019年初めまでとは様子が異なるのは、一足早く減速を始めた欧州景気
に下げ渋りの様子が確認できる一方で、2018年は世界景気の下支え役であった米国景気に2019
年に入ってから息切れが目立つことです。 
例を挙げると、企業の景況感を表すISM製造業景気指数が、景気の良し悪しの分岐点とされ

る50を2019年８月に３年ぶりに下回って以降低迷しているほか、実際に製造業の新規受注金額
が2018年９月をピークに減少していること等、製造業中心とはいえ米国景気の減速は明らかで
す。もちろん、これが米中貿易摩擦激化や英国の無秩序なEU離脱等の見えないリスクに備え
た一時的な現象である可能性は否定できないものの、サービス業や個人消費へと減速が波及す
る可能性を無視するべきではないでしょう。 
一方で、景気減速に背中を押される形ながらも各国の中央銀行が金融引き締めから金融緩和

へとスタンスの転換を行ない、米国や欧州では実際に利下げが行なわれたことは今後の景気に
とってひとつの好材料です。米国ではFRBが早くも様子見スタンスに転じてしまったことや、
もとより日本や欧州には金融緩和余地が少ないことを考慮すると、景気の本格回復には力不足
であると考えられるものの、一定の延命効果は見込めると言えるでしょう。 
これに対して資産市場では、株式市場が米中貿易協議の第一段階合意やFRBによる利下げが

2020年の景気回復を招来すると考えているかのように2019年８月を底値に上昇を続けている
ほか、セクター別の騰落率でもITセクターや資本財・サービスセクターが上位に並ぶ「景気先
取り相場」を示しています。ところが、債券市場では、米国10年国債利回りが2019年９月初め
の底値からやや上昇したとはいえ、依然として2019年前半を大きく下回る水準にとどまってい
るほか、将来の景況感が表れるといわれる長短金利差も縮まった状態が続き、景気の真のボト
ムが訪れることによって各国中央銀行が再度の利下げを余儀なくされることを暗示するかの
ようです。 

このように方向こそ違えど、両市場ともに2020年の経済環境について半ば織り込んだ状態で
あることは投資戦略を策定するうえでは意味深いと判断されます。なぜならば、仮に株式市場
の想定通りに世界景気が本格回復に向かうのであれば長期債市場には大きな価格下落圧力が、
債券市場の想定通りに景気回復が短命に終わり再び減速に転じるのであれば株式市場に大き
な価格下落圧力がかかる可能性が高く、両者ともに好調なリターンを残して終わった2019年の
蜜月を2020年には望めないとみなせるからです。 

筆者は上述したシナリオの後者に分があると考えているため、今後は株式投資に対する慎重
姿勢をとるものの、このシナリオを一定程度織り込んでいる状態にあるとみられる債券市場に
関しては上値余地も小さいと考えられるため、過度になりすぎない程度の投資姿勢とする方針
です。さらに、各市場の中でも、景気が相対的に下げ渋りを見せている欧州と、上述のように
更なる下落余地が見込まれる米国の資産で格差を付けつつ投資を行なっていく予定です。 
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●株式 

2019年９月以降の世界的株価上昇は少なくとも一旦小康状態に陥り、その後は下落する可能

性が低くないと考えるため、現状の50％程度の投資比率を当面のピークに、投資比率を引き下

げる方針です。米中通商交渉の部分合意や、米国の３度の利下げだけでは市場が織り込む2020

年の世界景気押し上げの特効薬にはならないと判断することがその背景です。そのため業種配

分は公益などの景気に左右されにくいとされるディフェンシブセクター中心の配分を考えて

います。 

また、想定通りの株価下落が生じて各国の中央銀行が本格的な景気浮揚を目的とした更なる

利下げ等の金融緩和を実施する場合には、それまでに減じていた投資比率を引き上げる方針で

す。その際には、金利低下の恩恵を受けやすいと考えられる業種や米ドルの下落の恩恵を受け

やすい新興国を念頭に置いています。 

 

●債券 

株式に比べると2020年の世界景気回復の市場織り込みが浅いと考えます。仮に景気減速が継

続した場合でも、価格上昇余地は2019年に比べると大きくないと考える一方、可能性は低いと

判断しているものの、景気回復本格化の際の反落余地は小さくないと考えます。 

したがって、昨年のような積極的な投資姿勢とは異なり債券投資を抑制する方針です。その

過程において、想定通り世界景気減速が継続した場合は、短中期年限中心の金利低下が、一方

想定外に世界景気回復が本格化した場合は、長期年限に顕著な金利上昇の可能性を高く見積も

るため、いずれの場合でも有効な長短金利差拡大ティルト（傾斜）を強める方針です。 

一方、株式市場同様に堅調を続ける事業債、低調なインフレ環境が逆風となる物価連動債へ

の投資は抑制する方針です。 

 

●為替 

2018、19年は堅調だった米ドルに曲がり角が訪れることを想定しています。対円や対ユーロ

での優位性の一つであった金利差が縮小に転じたにもかかわらず依然として堅調である背景

として、金融緩和が米国だけでなく世界的であることや、まだ新興国通貨投資に二の足を踏ん

でいる投資家の存在が挙げられると考えます。 

ECB（欧州中央銀行）が総裁交代を機に金融緩和偏重の景気支援の姿勢を変化させかねない

ことや、日銀も長期金利低下を必ずしも好ましくとらえていないこと等から様相が変化するこ

とを想定しています。また、米利下げ再開を転機に2000年代後半のように新興国への投資が注

目されることを想定します。 

こうした点を踏まえ、現在下火になっている米国の再利下げが現実味を帯び始めると考えた

場合に、対円や対ユーロでの米ドルの売り持ちと新興国通貨への投資を積極的に行なう方針です。 
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●オルタナティブ 

コモディティ投資に関して、原油等は低調な世界景気を勘案すると需要増加による価格押し

上げ効果はしばらく期待しにくいため、投資を抑制する一方、金は景気減速や為替市場で米ド

ル安が基調化した場合にその恩恵を受けやすいと考えるため積極的に投資する方針です。 

利回り資産ととらえられるリートに関しては、今後も低金利継続を想定するため魅力的な投

資対象と評価可能と考えるものの、過去１年とは異なり長期金利の低下には限りがあると判断

しているため、投資を抑制する方針です。 

 

［世界分散投資戦略ファンド］ 

主要投資対象である［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］受益証券

の組み入れを高位に維持することによって、基準価額の向上に努めます。 

 

引き続き、当ファンドをご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2019年７月23日～2020年１月21日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 119  1.017  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 58)  (0.495)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 58)  (0.495)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.027)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.034   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.003)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  4)  (0.031)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 3   0.025   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.011)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.012)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 126   1.076    

期中の平均基準価額は、11,721円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2019年７月23日～2020年１月21日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 192,018 267,100 944,273 1,302,800 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年７月23日～2020年１月21日) 

 

＜世界分散投資戦略ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式先物取引 5,203 51 1.0 5,253 56 1.1 

債券先物取引 9,241 155 1.7 9,351 － － 
為替直物取引 948 0.11932 0.0 1,825 － － 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,220千円 
うち利害関係人への支払額（B） 4千円 

（B）／（A） 0.3％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社、野村信託銀行です。 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2020年１月21日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 3,078,282 2,326,027 3,318,775 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2020年１月21日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 3,318,775 97.6 

コール・ローン等、その他 80,227 2.4 

投資信託財産総額 3,399,002 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（2,088,345千円）の投資信託財産総

額（3,460,999千円）に対する比率は60.3％です。 

＊外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝110.24円、１カナダドル＝

84.48円、１英ポンド＝143.33円、１スイスフラン＝113.80円、１スウェーデンクローナ＝11.58円、１ノルウェークローネ＝12.34円、

１ユーロ＝122.29円、１ズロチ＝28.81円、１香港ドル＝14.19円、１シンガポールドル＝81.85円、１豪ドル＝75.78円、１メキシコペソ＝

5.91円。 
  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年１月21日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,399,002,431   

 コール・ローン等 68,327,101   

 野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド(評価額) 3,318,775,330   

 未収入金 11,900,000   

(B) 負債 73,728,935   

 未払収益分配金 2,778,630   

 未払解約金 34,822,868   

 未払信託報酬 36,068,967   

 未払利息 37   

 その他未払費用 58,433   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,325,273,496   

 元本 2,778,630,848   

 次期繰越損益金 546,642,648   

(D) 受益権総口数 2,778,630,848口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,967円 
 

（注）期首元本額は 3,636,549,616 円、期中追加設定元本額は

575,159,611円、期中一部解約元本額は1,433,078,379円、１口当

たり純資産額は1.1967円です。 

○損益の状況 (2019年７月23日～2020年１月21日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      5,850   

 支払利息 △      5,850   

(B) 有価証券売買損益 188,041,068   

 売買益 229,573,888   

 売買損 △ 41,532,820   

(C) 信託報酬等 △ 36,127,400   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 151,907,818   

(E) 前期繰越損益金 179,118,910   

(F) 追加信託差損益金 218,394,550   

 (配当等相当額) (  180,040,791)  

 (売買損益相当額) (   38,353,759)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 549,421,278   

(H) 収益分配金 △  2,778,630   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 546,642,648   

 追加信託差損益金 218,394,550   

 (配当等相当額) (  180,597,634)  

 (売買損益相当額) (   37,796,916)  

 分配準備積立金 328,248,098   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

（注）分配金の計算過程（2019年７月23日～2020年１月21日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2019年７月23日～ 
2020年１月21日 

a. 配当等収益(経費控除後) 13,470,867円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 138,436,951円 

c. 信託約款に定める収益調整金 218,394,550円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 179,118,910円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 549,421,278円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 1,977円 

g. 分配金 2,778,630円 

h. 分配金(１万口当たり) 10円 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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＜お申し込み時の留意点＞

販売会社の営業日であってもお申し込みの受付ができない日（以下 ｢申込不可日｣ といいます。）が
あります。
お申し込みの際には、これらの申込不可日に該当する日をご確認のうえ、お申し込みいただきますよ
うよろしくお願いいたします。

（2020年1月21日現在）
年　月 日
2020年１月 －

２月 17
３月 －
４月 10、13
５月 ８、25
６月 －
７月 ３
８月 31
９月 ７
10月 12
11月 11、26
12月 25、28

※2020年12月までに該当する「申込不可日」を現時点で認識しうる情報をもとに作成しておりますが、諸事情等により
突然変更される場合があります。
したがって、お申し込みにあたってはその点についても十分ご留意下さい。また、諸事情等による申込不可日の変更は、
販売会社に連絡いたしますので、お問い合わせ下さい。
なお、弊社ホームページ（http://www.nomura-am.co.jp/）にも掲載いたしております。
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